
　山口県宇部市で第８回学術大会を開催させて頂く機会を頂き、関係各位に厚くお礼
を申し上げます。
　大会のテーマは「セーフティプロモーション　安心して生活できる地域づくりを目
指して　～事故・犯罪・虐待のない社会～」としました。そして、もう一つのテーマ
は、「子ども」です。
　大会初日は、セーフティプロモーションの啓発のための市民を対象とした公開講座
です。「子どもの致命的事故から考えるセーフティプロモーション」と題して、本学
会の稲坂恵理事に基調講演をお願いしました。セーフティプロモーションの考え方を
ご理解頂けるものと思います。
　近年、性的な目的で女性や子どもを狙う、誘拐するなどの凶悪な犯罪が増えていま
す。シンポジウムではこの問題を取り上げました。山口県警察本部犯罪抑止対策室長
竹内照勝警視、被害に遭った女性たちの診療にあたる産婦人科医の立場から山口県産
婦人科医会・宇部市子ども支援ネットワーク会長の金子法子医師、被害女性の法的支
援活動に積極的に取り組まれている山口県弁護士会の鈴木朋絵弁護士の御三方にご登
壇頂き、女性や子どもたちを犯罪や虐待から守る活動や被害者のサポートと、その課
題についてご講演頂きたいと思います。
　大会二日目の教育講演では、セーフティプロモーションの原点といえる交通事故防
止について、本年度の日本安全教育学会長および、日本交通心理学会役員の東北工業
大学小川和久教授に子どもの通学路の「交通事故防止のための教育と環境整備」と題
するご講演を頂きます。
　一般口演は15演題です。セーフコミュニティ、転倒予防、自然災害、児童虐待、障
がい児（者）、メンタルヘルスケア、DV、救急搬送市民啓発活動、地域精神保健など
多岐に渡る領域からの発表です。今回、特に福島や広島の自然災害と児童虐待に関連
した演題も寄せられました。
　「現場」「実際」には膨大な量の未整理の「経験」「実態」があります。詳細な実態
把握と科学的な原因分析で、「経験」「実態」を「形ある経験知」にし、関係機関と協
働して予防対策の施策に反映していく。「個の知」を「共有可能な知」にする。「セー
フティプロモーション」の手法は、暴力の抑止、そして、被害者のサポートと社会復
帰に道を拓くものではないでしょうか。
　第８回学術大会開催にあたり、山口県警察本部、山口県産婦人科医会、山口県弁護
士会をはじめとして多くの団体からご後援を頂き、さらに、多くの方々からご支援、
ご協力を賜りましたことを、心からお礼を申し上げます。
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